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signal path selectorはボタンを押すだけでペダルチェーンを再構築できるツールです。ペダルの順番を入れ替え、
並列のブレンド、3 to 1ミキサー、1 to 3スプリッター、デュアルフィードバックループ、フェーズインバー
ター、AB、ABY、どんなエフェクトにもドライミックスを追加することも可能です。全ての設定はプリセットが
でき、更にMIDIでの制御にフル対応しています。

9Vセンターマイナス、135mA

loop Aのボリューム

loop Aのフィードバック

ドライミックス量

loop Bのボリューム

マスターボリューム

loop Bのフィードバック

中央の3つのプッシュボタンでシグナルの経路を選択します。
詳しくはROUTING SELECTORの項目を参照ください。

(inv)と書かれたボタンを長押しすると、対応するループの位
相を反転します。位相を反転するとボタンが点滅します。

中央の(hold)と書かれたボタンはaltパラメーターへのアク
セスに使用します。押しながらノブを回すと（）で示され
たaltパラメーターを変更します。

フットスイッチで対応するループのオ
ンオフを切り替えます。フットスイッ
チはモーメンタリーでも使用できま
す。素早く踏むとラッチ式、長押しす
るとモーメンタリーとなり押している
間ループが有効になります。

loop Aからloop Bへ

loop Aとloop Bを並列

loop Bからloop Aへ



• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

•

両方のフットスイッチをLEDが点滅するまで長押しすると、PRESETモードに入ります。中央のルーティ
ングを決める3つのボタンで有効にするプリセットを選択できます。プリセットナンバーはLEDの点滅で表
示されます。

プリセットを保存するには目的のプリセットナンバーを選択し、loop Aのフットスイッチを長押しします。
プリセットロードするにはプリセットナンバーを選択し、loop Bのフットスイッチを長押しします。

signal path selectorはデフォルトではMIDIチャンネル1に設定されています。MIDIチャンネルを変更するには、まず
loop Aのフットスイッチを押しながら電源を入れます。LEDが反時計回りにフラッシュします。この状態でMIDI
メッセージ待機モードとなり、次に受け取るMIDIメッセージのMIDIチャンネルへ設定されます。現在のチャンネル
と同じメッセージの場合はMIDIチャンネルは変更されず、引き続き待機モードとなります。

1 to 3 スプリッター、ユニティゲイン

A/BまたはA+B （AB, ABY）

3 to 1 ミキサー

並列モードに設定し、ボリュームでサウンドソースのレベルを設定

特に並列でサウンドとシグナルをブレンドする場合、位相が問題となることがあり
ます。位相を反転することで、位相にまつわる問題やフェイズキャンセルといった
現象に対応できます。
例えばloop Aに位相が反転した出力を持つペダルがきた場合、ドライ音と打ち消し
合ってしまうことがあります。その場合はloop Aの(inv)を有効にしてください。




